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本
年
度
の
ス
タ
ー
ト
の
日
と
な
っ
た
４
月
３
日
b
に
、三
鷹
市

は
13
人
の
新
入
職
員
を
迎
え
ま
し
た
。朝
一
番
に
行
わ
れ
た
採
用

発
令
式
で
は
、こ
れ
か
ら
の
三
鷹
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
担
う

新
た
な
職
員
達
が
、
日
本
国
憲
法
の
尊
重
と
と
も
に
、
三
鷹
市

自
治
基
本
条
例
を
遵
守
す
る
こ
と
を
高
ら
か
に
宣
誓
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
治
基
本
条
例
と
同
時
に
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

一
般
職
の
職
員
が
採
用
時
に
自
治
基
本
条
例
の
遵
守
を
宣
誓
す

る
の
は
、
全
国
初
の
試
み
で
あ
り
、
当
日
の
様
子
は
新
聞
で
も

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
自
治
基
本
条
例
の
重
要
性
に
つ
い

て
職
員
が
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
そ
の
実
践
の
努
力
を
進
め
る

た
め
に
、
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
改
正
を
提
案
し
た
の
で
す
。

13
人
の
若
き
職
員
の
元
気
な
宣
誓
を
、
副
市
長
、
収
入
役
、
教

育
長
、
各
部
の
部
長
と
聞
き
な
が
ら
、
自
治
基
本
条
例
の
施
行

元
年
に
入
庁
し
た
職
員
が
、
条
例
で
掲
げ
た
地
方
自
治
の
実
現

に
向
け
て
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
願
い
ま
し
た
。

私
は
、
市
民
と
し
て
は
三
鷹
市
で
30
年
に
わ
た
り
参
加
と
協

働
の
経
験
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
市
長
と
し
て
、
参
加
と
協

働
の
拡
充
を
め
ざ
す
自
治
基
本
条
例
の
誕
生
と
い
う
歴
史
的
瞬

間
に
巡
り
合
え
た
幸
い
に
感
謝
し
ま
す
。
同
時
に
、
条
例
に
基

づ
い
た
市
政
運
営
を
果
た
す
と
い
う
大
変
重
い
責
任
を
負
っ
た

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
自
治
基
本
条
例
に
掲
げ
た
市
民
自
治

に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
市
民
会
議
・
審
議
会
の
公
開
の
制
度
な

ど
の
新
た
な
自
治
の
制
度
の
円
滑
な
運
用
を
図
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
大
学
・
研
究
機
関

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
私
を
含
め
た
市
役
所
の
職
員
が
、
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
協
働
で
培
わ
れ
た
信
頼
を
基
礎
に
、
さ
ら

に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
機
会
の

拡
充
と
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
自
治
基
本
条
例
の
制
定
は
三
鷹
市
に
と
っ
て
自
治
体

と
し
て
の
「
ゴ
ー
ル
」
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
分
権
改
革
と
自

治
の
実
現
に
向
け
た
「
ス
タ
ー
ト
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
の
第
３
条
は
、「
地
方
自
治
の
推
進
に
向
け
た

取
組
を
通
し
て
こ
の
条
例
の
不
断
の
見
直
し
及
び
検
証
を
行

い
、
将
来
に
わ
た
り
こ
の
条
例
を
発
展
さ
せ
る
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
自
治
基
本

条
例
の
発
展
と
市
民
自
治
の
実
現
に
向
け
た
実
践
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

三鷹市長
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新たな分権改革
スタートの意義

～三鷹市自治基本条例の施行にあたって～

主
権
者
で
あ
る
市
民
の
信
託
に
基

づ
く
三
鷹
市
政
は
、
参
加
と
協
働
を

基
本
と
し
、
市
民
の
た
め
に
行
わ
れ

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
政
府

で
あ
る
三
鷹
市
は
、
市
民
の
期
待
に

応
え
、
市
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

を
担
う
多
く
の
人
々
が
、
参
加
し
、

助
け
合
い
、
そ
し
て
共
に
責
任
を
担

い
合
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
基
調
と
し
、
魅
力
と
個
性

の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
三
鷹
を
創
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

私
た
ち
市
民
は
、
郷
土
三
鷹
を
愛

し
、
自
然
と
文
化
、
歴
史
を
大
切
に

し
、
誇
り
に
思
え
る
地
域
社
会
を
築

く
と
と
も
に
、
世
界
平
和
へ
の
寄
与
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
協
働
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
市
民
自
治
を

確
か
な
も
の
と
し
、
日
本
国
憲
法
に

掲
げ
る
地
方
自
治
の
本
旨
を
こ
の
三

鷹
に
お
い
て
実
現
す
る
た
め
に
、
三

鷹
市
の
最
高
規
範
と
し
て
、
こ
こ
に

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

（
三
鷹
市
自
治
基
本
条
例
前
文
よ
り
）

自治基本条例の成立を踏まえ、これからの協働のまちづくりのあり方をディスカションした｢みたか自治シンポジウム｣（2月12日開催） 13名の新入職員が自治基本条例の遵守を宣誓

～自治基本条例制定の背景～
平成12年の分権改革により、国と地方は対等・平等の関係に
なり、自治体は国の下部機関ではなく、より自立した「地方政
府」として、その役割と責務が増大しました。三鷹市では、自
治の原理や基本原則を明確に定め、市民自治による協働のまち
づくりを一層推進するために、市の「最高規範（法規）」として
自治基本条例を制定しました。

～「基本構想」と「自治基本条例」の役割～
基本構想と自治基本条例は、どちらも議会の議決を経て定め
るという点では共通しています。基本構想は、市政運営の最上
位計画として、総合的で計画的な行政運営を図るために、市の
政策の基本目標と、それを実現するための施策の方向を定める
ものです。一方、自治基本条例は、市政運営の基本となる最高
規範として、情報公開や市民参加等の市政運営の理念や仕組み
などを定めるものです。つまり、「基本構想」で描く都市の将来
像を、市民が実現していくための制度・仕組みを定めるものが
「自治基本条例」であり、いわば車の両輪のように、それぞれが
役割を果たすことで、三鷹の自治のまちづくりが円滑に進めら
れることになります。

自治基本条例を理解するために三鷹市の最高規範である三鷹市自治基本条例が、6カ月の準備期間を経て4月1日から
施行されました。自治基本条例は、平成14年にまちづくり研究所で本格的に検討が始め
られ、条例要綱案と条例検討試案についてのパブリックコメントを経て、昨年の6月に議
会提案を行い9月の市議会で成立しました。
条例成立後は、パブリックコメント制度や市民会議・審議会等の会議の公開などの関
連条例の制定も行われ、自治基本条例とともに新たな制度が4月からスタートしています。
本号では、自治基本条例の各条文の説明とともに、パブリックコメント制度などの新た
な自治の仕組みについてお知らせします。
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